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地域在住自立高齢者の QOLと口腔機能低下症との関連性 

－健康寿命の延伸に向けて－ 
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【目的】『高齢者の QOLの維持・向上には、舌や口唇を含む口腔機能が関連している』こと

を明らかにするために、地域在住自立高齢者を対象に口腔機能の客観的検査結果と、QOL評

価との関連性の調査を実施した。 

【対象および方法】対象は、大阪府内 S 市在住の高齢者教室に参加している自立高齢者 31

名（男性 15名、女性 16 名、平均年齢 71.9±5.2歳）とし、口腔関連 QOLの指標である GOHAI

と口腔機能低下症診断基準となる 7項目（最大舌圧、オーラルディアドコキネシス、咀嚼能

力、咬合力、口腔不潔、口腔乾燥、嚥下スクリーニング EAT-10）について比較検討した。

【結果及び考察】GOHAI と年齢との関連では、GOHAI が 49 以上の者の年齢は 70.9±4.8

歳、48以下の者の年齢は 74.6±5.5歳であり、年齢の高い者の方が GOHAIは低値を示した。

次に、口腔機能低下症診断基準７項目と GOHAIの関連では、舌圧、オーラルディアドコキ

ネシス、咀嚼能力、咬合力、口腔乾燥の 5項目で口腔機能が低下していると評価された場合

に GOHAIは低値を示した。今回は対象人数が少ないため、いずれの結果も有意差は認めら

れなかった。しかし、この結果から QOLと口腔機能との関連性があるとの推測はできると

考え、今後さらに人数を増やして継続的な調査を行っていく予定である。 

また、発表時には口腔機能向上プログラムの効果についても報告する。 
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